
受験番号 ガンマ線Ａガンマ線透過写真撮影作業主任者試験Ａ

１／４

（ガンマ線による透過写真の撮影の作業に関する知識）

問 １ 事故防止対策に関する次の記述のうち、誤っている

ものはどれか。

（１）撮影作業従事者のほか、一般の作業者にも、資料

等の配付によりアイソトープに関する必要な知識を

付与する。

（２）撮影作業に従事する者に対する特別教育は、パー

トタイム労働者や臨時の労働者も含めて行う。

（３）撮影作業手順のマニュアルとしては、簡潔な表現

で、図やイラストを効果的に使ったものが望ましい。

（４）使用するガンマ線照射装置の点検基準は、点検項

目、点検方法、点検の頻度、判定基準等を明確に定

めておく。

（５）事故発生の可能性はないとみなすことができるよ

うな対策を講じるべきであり、緊急時の訓練を行う

必要はない。

問 ２ 放射線等の単位に関する次の記述のうち、誤ってい

るものはどれか。

（１）放射能の単位としてはBqが用いられ、１Bqは、

１秒間に１個の割合で原子核が崩壊することを意味

している。

（２）吸収線量の単位としてはGyが用いられ、１Gyは、

１㎏の物質が１Ｊのエネルギーを吸収したときの

吸収線量である。

（３）照射線量の単位としてはC/㎏が用いられ、１C/㎏

は、エックス線又はガンマ線により、空気１㎏につ

き放出された電子性粒子が、空気中において、それ

ぞれ１Ｃの電気量を有する正及び負のイオン群を生

じさせる照射線量をいう。

（４）実効線量及び等価線量は、放射線防護の観点から

人の被ばくの程度を表す量であり、単位としてSvが

用いられる。

（５）電 子の電荷を表す単位としてはeVが用いられ、

１eV＝１.６×１０ Ｃである。
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図は気体検出器における印加電圧と電流の関係を示問 ３

したものである。ＡからＣの領域にあてはまる用語と

して、正しいものの組合せは(１)～(５)のうちどれか。

Ａ Ｂ Ｃ

印加電圧

Ａ Ｂ Ｃ

（１）電 離 箱 域 比例計数域 ｲ ｰ放電域ガ ガ

（２）電 離 箱 域 ｲ ｰ放電域 比例計数域ガ ガ

（３）比例計数域 電 離 箱 域 ｲ ｰ放電域ガ ガ

（４）比例計数域 ｲ ｰ放電域 電 離 箱 域ガ ガ

（５） ｲ ｰ放電域 電 離 箱 域 比例計数域ガ ガ

問 ４ サーベイメーターの特徴に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

（１）電離箱式サーベイメーターは、エックス線やガン

マ線の線量率測定において、最もエネルギー特性が

良好である。

（２）ＧＭ管式サーベイメーターは、低線量率では、放

射線の数え落としが多くなり、不正確となる。

（３）シンチレーション式サーベイメーターは、低エネ

ルギー（約１００keV以下）のエックス線やガンマ線

の測定には不向きである。

（４）比例計数管式サーベイメーターには、中性子の測

定に適したものがある。

（５）半導体式ポケットサーベイメーターは、低エネル

ギー（約３０keV以下）のエックス線やガンマ線の測

定には不向きである。

問 ５ 熱ルミネッセンス線量計に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

（１）いったん読取り操作を行うと、再読取りはできない。

（２）小形で、身体各部位の測定に適している。

（３）アニーリングにより、素子の再使用が可能である。

（４）放射線測定器の中で感度が最も低く、測定可能最

小線量は、約１００μSvである。

（５）熱ルミネッセンス物質に放射線を照射後、これを

熱すると蛍光を発する現象を利用したものである。
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問 ６ 管理区域設定のための外部放射線の測定に関する次

の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）測定器は、方向依存性が少ないものであること。

（２）測定箇所については、壁等の構造物によって区切

られた境界の近辺の箇所を含むこと。

（３）測定結果は、バックグラウンド値を加算した値と

すること。

（４）測定者は、測定中に必ず放射線測定器を装着すること。

（５）測定を行ったときは、測定日時、測定方法等につ

いて記録すること。

問 ７ あるガンマ線源から４ｍの距離の位置におけるガン

マ線の１㎝線量当量率が１mSv/hであった。

１６０ 線源からの距離は次のうμSv/hとなる位置の

ちどれか。

ただし、散乱線の影響はないものとする。

（１） ８ｍ

（２） ９ｍ

（３）１０ｍ

（４）１１ｍ

（５）１２ｍ

問 ８ 図Ⅰのように、アルミニウム板に垂直に、細い線束

のガンマ線を照射し、ガンマ線源から５ｍの位置で、

アルミニウム板を透過したガンマ線の１㎝線量当量率

を測定したところ２mSv/h であった。次に図Ⅱのよう

に、この線束を厚さ５㎜の鋼板で遮へいし、同位置の

１㎝線量当量率を測定したところ０.５mSv/hであった。

この位置における１㎝線量当量率を０.２５mSv/h以下

とすることのできる遮へい鋼板の最小の厚さは次のう

ちどれか。ただし、散乱線の影響はないものとする。

アルミニウム板 アルミニウム板

遮へい鋼板

ガンマ線源 測定点 ガンマ線源 測定点

・→ ・ ・→ ・

２mSv/h ０.５mSv/h

５ｍ ５ｍ

図Ⅰ 図Ⅱ

（１） ６.０㎜

（２） ６.５㎜

（３） ７.０㎜

（４） ７.５㎜

（５） ８.０㎜

ガンマ線Ａ

２／４

問 ９ あるガンマ線照射装置を用いて透過写真撮影を行う

とき、ガンマ線源Ａから２ｍの距離にあるＢ点におけ

る１㎝線量当量率が写真撮影中０.１５mSv/hであった。

１週間当たり７２枚の写真撮影を行う場合、管理区

域の境界は、Ａ点とＢ点を結ぶ線上でＡ点から６ｍの

距離にあった。

このとき、写真１枚の撮影に要する平均照射時間は

次のうちどれか。

ただし、漏えい線や散乱線の影響はないものとする。

また、３月は１３週として計算すること。

（１）２分

（２）３分

（３）４分

（４）５分

（５）８分

問１０ 事故に対する処置に関する次の記述のうち、誤って

いるものはどれか。

（１）人命及び身体の安全を第一とすること。

（２）付近にいる者、事故現場の責任者、放射線管理の

責任者にすみやかに通報すること。

（３）大きな危険性のない範囲内で、汚染の広がりを最

小限にくいとめること。

（４）事故の危険性は、過大に評価することがあっても、

過小に評価することがあってはならないこと。

（５）事故処理の責任者には、 関係多数の者を指名し、

きる体制にしておくこと。者が必ず連絡で



（関係法令）

問１１ 安全衛生委員会の委員の構成に関する次の記述のう

ち、誤っているものはどれか。

（１）総括安全衛生管理者が議長になった。

（２）総括安全衛生管理者以外の委員の半数については、

労働者の過半数で組織する労働組合の推薦に基づき

指名した。

（３）衛生管理者のうち１名を委員に指名した。

（４）嘱託の産業医を委員に指名した。

（５）構内下請事業場の労働者で、衛生に関し経験を有

する者１名を委員に指名した。

問１２ 下文中の 内のＡからＣにあてはまる数値として、

正しいものの組合せは（１）～（５）のうちどれか。

「外部放射線による実効線量と空気中の放射性物質

による実効線量との合計が３月間につき mSvをＡ

超えるおそれのある区域は管理区域としなければなら

ない。

また、放射線装置室については、労働者が常時立ち

入る場所における外部放射線による実効線量と空気中

の放射性物質による実効線量との合計を１週間につき

mSv以下としなければならない。Ｂ

なお、ガンマ線照射装置を放射線装置室以外の場所

で使用するときは、原則として放射線源及び被照射体

から ｍ以内の場所は立入禁止区域としなければＣ

ならない。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１） １.３ ３ ５

（２） １.３ １ ５

（３） １.３ １ １０

（４） ５ １ １０

（５） ５ ３ １０

ガンマ線Ａ

３／４

問１３ 緊急作業時における被ばく限度に関する下文中の

内のＡからＣにあてはまる数値として、正しい

ものの組合せは（１）～（５）のうちどれか。

「緊急作業に従事する間に受ける男性の線量は、実

効線量については mSv、眼の水晶体に受ける等Ａ

価線量については mSv、皮膚に受ける等価線量Ｂ

については Svを超えないようにしなければならＣ

ない。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１） ５０ ３００ ３

（２） ５０ ５００ ３

（３） ５０ ５００ １

（４）１００ ５００ １

（５）１００ ３００ １

問１４ 放射線測定器の装着部位に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

（１）体幹部均等被ばくの場合、男性は、胸部のみに装

着する。

（２）頭・頸部が最も多く被ばくする場合、妊娠する可
けい

能性がないと診断された女性は、頭・頸部と腹部の

２か所に装着する。

（３）胸・上腕部が最も多く被ばくする場合、女性（妊

娠する可能性がないと診断された女性を除く。）は、

胸部と腹部の２か所に装着する。

（４）腹・大腿部が最も多く被ばくする場合、男性は、
たい

腹部と胸部の２か所に装着する。

（５）手指が最も多く被ばくし、次いで腹・大腿部が被

ばくする場合、女性（妊娠する可能性がないと診断

された女性を除く。）は、手指、腹部の２か所に装

着する。



問１５ 警報装置に関する下文中の 内のＡからＣにあ

てはまる用語として、正しいものの組合せは（１）～

（５）のうちどれか。

「ガンマ線照射装置で照射を行う場合には、 以Ａ

外の場所で使用するとき、又は数量が 以下のＢ

ガンマ線源を装備したものを使用するときを除き、照

射中である旨を により関係者に周知させなけれＣ

ばならない。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）放射線装置室 ３７０GBq 自動警報装置

（２）放射線装置室 １１１TBq 自動警報装置

（３）放射線装置室 １１１TBq 表 示 灯

（４）管 理 区 域 １１１TBq 表 示 灯

（５）管 理 区 域 ３７０GBq 表 示

問１６ 透過写真撮影用ガンマ線照射装置の定期自主検査に

関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）１月以内ごとに１回、線源容器のシャッターや線

源ホルダーの固定装置等の異常の有無について自主

検査を行わなければならない。

（２）１月を超える期間使用しない装置は、再び使用を

開始する際に自主検査を行わなければならない。

（３）６月以内ごとに１回、線源容器のしゃへい能力の

異常の有無について自主検査を行わなければならない。

（４）定期自主検査の結果は記録し、その保存期間は１

年間としなければならない。

（５）定期自主検査において、異常を認めたときは、直

ちに補修等の措置を講じなければならない。

問１７ 緊急措置に関する下文中の 内のＡからＤにあ

てはまる用語として、正しいものの組合せは（１）～（５）

うちどれか。の

「放射線源の線源容器からの脱落等の事故が発生し

たときは、事故によって受ける実効線量が を超Ａ

えるおそれのある区域から、直ちに、労働者を退避さ

せ、その区域を で明示し、 に従事させるＢ Ｃ

労働者以外の労働者の立入りを禁止しなければならない。

Ｄなお、事故が発生した場合には､速やかに､所轄

にその旨報告しなければならない。」

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（１） ５mSv 標識 緊 急 作 業 労 働 局 長

（２） ５mSv 区画 緊 急 作 業 労 働 局 長

（３）１５mSv 区画 放射線業務 労 働 局 長

（４）１５mSv 標識 放射線業務 労働基準監督署長

（５）１５mSv 標識 緊 急 作 業 労働基準監督署長

ガンマ線Ａ

４／４

問１８ ガンマ線透過写真撮影を行う作業場における作業環

境測定に関する次の記述のうち、誤っているものはど

れか。

（１）測定は、当該作業場のうち管理区域に該当する部

分について行わなければならない。

（２）測定は、１年以内ごとに１回、定期に行わなけれ

ばならない。

（３）測定は、原則として１㎝線量当量率又は１㎝線量

当量について行うものとする。

（４）測定は、作業環境測定基準に従って行わなければ

ならない。

（５）測定器を用いて測定することが著しく困難なとき

は、計算によって算出することができる。

問１９ 電離放射線健康診断の健診項目とされていないもの

は、次のうちどれか。

（１）有害業務の経歴の調査

（２）白血球数及び白血球百分率の検査

（３）赤血球数の検査及び血色素量又はヘマトクリット

値の検査

（４）白内障に関する眼の検査

（５）皮膚の検査

問２０ 透過写真撮影用ガンマ線照射装置による作業の届出

（以下「作業届」という。）に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

（１）作業届は、透過写真撮影用ガンマ線照射装置を自

己の事業場以外の場所で使用して作業を行う場合に

提出しなければならない。

（２）作業届の提出先は、その作業場の所在地を管轄す

る労働基準監督署長である。

（３）作業届は、所定の届書に管理区域を示す図面及び

その付近の見取図を添えて行わなければならない。

（４）作業届は、作業の開始の日の３０日前までに提出

しなければならない。

（５）届書には、「使用する透過写真撮影用ガンマ線照

射装置の概要」、「透過写真の撮影の作業の概要」

及び「放射線障害防止のための措置の概要」等を記

入しなければならない。

（午前終り）



受験番号 ガンマ線Ｂガンマ線透過写真撮影作業主任者試験Ｂ

１／４

（ガンマ線照射装置に関する知識）

問 １ 透過写真撮影用のガンマ線照射装置の日本工業規格

に定められた性能試験に関する次の記述のうち、誤っ

ているものはどれか。

（１）遮へい性能試験では、線源容器の全表面について

漏れ線量率を測定する。

（２）Ｐ形及びＭ形の線源容器については、振動に対す

る機械的強度試験を行う。

（３）Ｍ形及びＦ形の線源容器については、試験棒を落

下させて、貫通に対する機械的強度試験を行う。

（４）Ｐ形及びＭ形の線源容器については、落下時の衝

撃に対する機械的強度試験を行う。

（５）操作管、伝送管については、踏みつけ試験を行う。

問 ２ 線源容器に関する次の記述のうち、誤っているもの

はどれか。

（１）線源容器は、一般に線源の遮へい容器とガンマ線

照射装置を兼ねている。

（２）ガンマ線照射装置の線源容器には、シャッター又

は迷路が設けられている。

（３）線源容器の周囲は、アルミニウムまたはステンレ

スで遮へいされている。

（４）Ｐ形装置は、携帯式であるため、できるだけ軽量

小形になるように設計されている。

（５）Ｍ形装置は、適当な手段で移動できるようにした

移動式装置である。

問 ３ 線源送出し方式のガンマ線照射装置に関する次の記

述のうち、誤っているものはどれか。

（１）コリメーターは、線源容器の前方に取り付けて照

射線量率を減少させるため使用する器具である。

（２）伝送管は、鋼、りん青銅の線を螺旋状に巻いたフ
ら せ ん

レキシブルなパイプになっている。

（３）ガンマ線源は、レリーズワイヤ先端に取り付けた

線源ホルダー内に収められている。

（４）操作器は、線源容器との間を操作管で連結して、

操作器の位置で遠隔操作が行えるようになっている。

（５）線源格納時に線源が自動的に固定される線源脱落

防止装置が設けられている。

問 ４ 放射性核種に関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

（１）放射性核種の多くは、アルファ壊変あるいはベータ

壊変を行い、壊変に際してガンマ線の放出を伴う。

（２）一般にベータ壊変を行い、ガンマ線を放出する放

射性核種で、ガンマ線だけを利用する場合にはガン

マ線源と呼ぶ。

（３）一般にベータ線だけを利用する場合には、ベータ

線のみを放出する放射性核種が用いられる。

（４）カプセルに密閉する等により、通常の使用状態に

おいて放射性物質による汚染を生じないような放射

線源のことを、「密封線源」と呼ぶ。

（５）ガンマ線の透過力は、ベータ線より大きくアルフ

ァ線より小さい。

問 ５ 同位体（アイソトープ）に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

（１）原子番号は異なる。

（２）陽子数は同じである。

（３）質量数は異なる。

（４）原子の電子配置が同じである。

（５）安定な同位体と不安定な放射性同位体とがある。

問 ６ 最初３７GBqあった Csが、１Bqとなるのは、およ
137

そ次のうちどれか。

ただし、 Csの半減期は３０年である。
137

Ｎ ２ ３.７ １０

log Ｎ ０.６９ １.３０ ２.３０e

（１） ５０年後

（２） １００年後

（３） ２５０年後

（４） ５００年後

（５）１０００年後



問 ７ ガンマ線と物質との光電効果に関する次の記述のう

ち、誤っているものはどれか。

（１）原子の軌道電子がガンマ線の全エネルギーを吸収

し、原子から跳びだす現象を光電効果という。

（２）光電効果により放出される電子を、光電子という。

（３）光電効果の結果、ガンマ線は消滅し、特性エック

ス線が放出される。

（４）光電効果の確率は、ガンマ線のエネルギーが高い

ほど高い。

（５）光電効果の確率は、原子番号の大きい物質ほど高い。

問 ８ 太い線束のガンマ線が物体を透過した後の強さ( )Ｉ

と、透過する前の強さ( )との関係を示した式は、次I0

のうちどれか。

ただし、μ(㎝ )は減弱係数を、 は再生係数を、
-1 Ｂ

χ(㎝)は物体の厚さを示すものとする。

Ｂ
（１） ＝Ｉ ＢI ｅ0 -μχ

χ
（２） ＝－μＩ ＢI ｅ0

0（３） ＝－μＩ Ｂ Iχ
-μχ

（４） ＝Ｉ ＢI ｅ0
-χ

（５） ＝μＩ ＢI ｅ0

ガンマ線Ｂ
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問 ９ ガンマ線源に関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

（１） Ｃｏガンマ線源は、金属状のコバルトを原子炉６ ０

内で放射化して製造する。

（２） Ｃｓガンマ線源は、 Ｃｓをセラミック成型
１ ３７ １３ ７

としたペレット状線源をステンレス鋼製カプセル内

に密封したものである。

（３） Ｉｒの半減期は、 Ｃｓの半減期より長い。
１ ９２ １３ ７

（４） Ｃｓの半減期は、 Ｃｏの半減期より長い。
１ ３７ ６０

（５） Ｃｏから放出されるガンマ線のエネルギーは、
６ ０

Ｃｓから放出されるものより高い。
１ ３７

問１０ 線源送り出し方式の透過写真撮影用ガンマ線照射装

置の取り扱いに関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

（１）線源容器については、出庫時に漏れ線量率の測定

が行われているので、透過試験を実施するにあたり、

この測定記録により線源の格納状態や装置の破損が

ないことが確認できれば、改めて測定を行う必要は

ない。

（２）伝送管や操作管はなるべく真っ直ぐに伸ばした状

態で設置する。

（３）線源容器に取り付ける附属装置の取り付け状態が

確実であることを複数の作業員で確認し合う。

（４）パノラマ照射となることに留意して、管理区域の

設定を行う。

（５）撮影作業終了後は、線源の格納状態やシャッター

の状態を点検する。



（この科目が免除されている方は、解答しないで下さい。）

（ガンマ線の生体に与える影響に関する知識）

問１１ 放射線の直接作用と間接作用に関する次の記述のう

ち、誤っているものはどれか。

（１）直接作用は、放射線が細胞内の生体高分子の原子

の電離や励起を直接行うことによって起こる。

（２）間接作用は、放射線が生体中の水などの分子に作

用してできるラジカルが生体高分子に作用すること

によって起こる。

（３）直接作用でも間接作用でもＤＮＡに損傷が生じる。

（４）生体が被ばくしたとき、直接作用と間接作用が同

時に起こる。

（５）照射時に生体内に存在する酸素の分圧が高いと、

直接作用は増強されるが、間接作用は抑制される。

問１２ ベルゴニー・トリボンドーの法則に関する次の記述

のうち、誤っているものはどれか。

（１）この法則によれば、細胞分裂の頻度の高いものほ

ど、感受性が高い。

（２）この法則によれば、将来行う細胞分裂の数の小さ

いものほど、感受性が高い。

（３）この法則によれば、形態及び機能において未分化

のものほど、感受性が高い。

（４）皮膚の基底細胞層は角質層より放射線感受性が

高いことは、この法則により説明される。

（５）骨の放射線感受性は成人では低いが胎児や小児で

は比較的高いことは、この法則により説明される。

問１３ 確定的影響に関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

（１）しきい値がある。

（２）白内障、皮膚の紅斑、脱毛、不妊などがある。

（３）障害の重症度は、被ばく量に依存する。

（４）影響の評価は、実効線量により行う。

（５）線量－効果関係は、シグモイド曲線で示される。

ガンマ線Ｂ
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問１４ 放射性核種のうち、一般に内部被ばく（体内被ばく）

を受けにくいと考えられるものは、次のうちどれか。

（１）半減期が数日ないし数１０年の核種

（２）透過力の小さい放射線を放出する核種

（３）放射線のエネルギーが大きい核種

（４）体内にとりこまれにくく、排泄されやすい核種

（５）特定の臓器、組織に集まる性質をもっている核種

問１５ 放射線による影響の修復と回復に関する次の記述の

うち、誤っているものはどれか。

（１）ＤＮＡが放射線の電離作用で、完全に破壊されて

しまえば、その細胞は分裂能力を失うか、生存能力

を失い、死滅してしまう。

（２）ＤＮＡの修復が不完全で、細胞の生命の維持に決

定的な損傷を残しておれば、その細胞は死滅してし

まう。

（３）ＤＮＡの修復が不完全でも、細胞の生存機能や分

裂能力に影響を与えない程度であれば、その細胞は

生き残る。

（４）同一の線量を１回で被ばくするのと、何回かに分

けて間隔をおいて被ばくするのでは、分割して被ば

くする方が影響が少ない。

（５）長時間照射の場合、ごく低線量率であっても、照

射時間中に影響が回復することはありえない。

問１６ 組織荷重係数の大きさに関する次の記述について、

誤っているものはどれか。

（１）甲状腺は、肺より大きい。

（２）乳房は、皮膚より大きい。

（３）肺は、皮膚より大きい。

（４）肺は、乳房より大きい。

（５）甲状腺は、皮膚より大きい。



問１７ 造血器官の放射線影響に関する次の記述のうち、誤

っているものはどれか。

（１）造血器官は、甲状腺に次いで放射線感受性が高い
せん

器官である。

（２）末梢血液中の白血球（リンパ球を除く。）は、被
しょう

ばく直後増加し、その後急激に減少する。

（３）末梢血液成分の中で、リンパ球は、被ばく後最も

早く減少する。

（４）末梢血液中の赤血球は、被ばく後減少するが、時

間的経過はゆるやかである。

（５）末梢血液成分の変化は、およそ０.２５Gｙ以上の

被ばくで認められる。

問１８ 体内被ばくに関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

（１） Ｋが体内に摂取されると、全身に分布する。
４ ０

が体内に摂取されると、骨にたまりやすい。（２） Ｃo
６ ０

（３） Ｃsが体内に摂取されると、筋肉や血液中にま
１ ３７

んべんなく分布する。

Ｉが体内に摂取されると、甲状腺にたまる。（４）
１ ３１

せん

Ｉrが体内に摂取され、組織にとりこまれると（５）
１ ９２

なかなか排出されない。

ガンマ線Ｂ
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問１９ 放射線業務従事者である女性の被ばく限度は、男性

より厳しいものとなっているが、その理由は、次のう

ちどれか。

（１）女性は男性よりがんにかかりやすい。

（２）胎児の放射線感受性は非常に高い。

（３）卵子は精子にくらべて、放射線感受性は高い。

（４）女性が被ばくしたときの方が遺伝的影響が起こり

やすい。

（５）女性は男性より体力的に弱い。

問２０ 生殖腺に ０.２Sv、骨髄に ０.５Sv被ばくしたとき、
せ ん

実効線量として最も近い値は、次のうちどれか。なお、

生殖腺と骨髄のそれぞれの組織荷重係数は０.２０と

０.１２とする。

（１）０.１０Sv

（２）０.２０Sv

（３）０.３０Sv

（４）０.４０Sv

（５）０.５０Sv

（終 り）


